
中山間カンキツ産地における人・もの・土地のシェアリングによる
サステナブル産地モデルの実現

5.18ha（カンキツ） うち実証面積：カンキツ 5.18ha経 営 概 要

（株）オレンジアグリ（三重県御浜町）実証成果

実証課題名

①アタッチメント式AI防除機　②UAV（ドローン）　③営農指導支援システム
④AI果実診断プレ選果ロボット　⑤AIマルドリ遠隔操作システム

導入技術

〇スキル不要のスマート農機ワンデイワーク応募数が、前年比の10％向上
〇シェアリングするスマート農機のコストが保有する場合の1/2以下
〇作業時間30～50％削減（単位面積当たりシェアリングによる効果含む）
〇生産コスト10～40％削減（単位面積当たり）　〇単位面積当たりの労働時間13％削減

目　　標

問い合わせ先 三重県熊野農林事務所普及1課（TEL：0597-89-6126）

※平均適合率（AP）は
適合率と再現率から
導出される評価値

●果実外観を損ねる
病害虫等の要因診
断において、プレ選
果機画像を用いて
平均適合率93％以
上の予測AIモデル
を構築した。

●慣行の動力噴霧器による防除と比較して、作業時間を約88％効率
化できる。

●実証区（「松」「竹」）では対照区（「梅」）に比べ、樹形等の改良も含
めて、総労働時間を10a当たり、46％削減と大幅に削減できた。

目標に対する達成状況

アタッチメント式AI防除機園地の「松」「竹」「梅」のクラス分類と導入機械のイメージ

AIによる外観阻害要因の診断 実証区における労働時間削減効果

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
○ドローン防除・軽トラ防除機の作業時間削減効果があったため、中核経営体とシェアリング農家をモデルケースとして、広めていく。
○園地を作業性で分類し、産地の将来像を想定したことで、産地規模の維持のために効率的な園地を整備することの重要性を再確認
したことから、産地内での効率的な園地づくりの取り組みに反映する。

〇ワンデイワーカーの募集をスマートフォンアプリ等で行った結果、令和3年度と比較し50％増となり、目標を達成。
〇軽トラ防除機を産地でシェアする場合、シェア／所有のコスト比が26％（レンタル料金700円／時、平均待ち日数2日）になり、目標
を達成。

〇実証区で、アタッチメント式AI防除機による防除作業により作業時間を88％削減したほか、選果や潅水の自動化により総労働時間は
10a当たり46％削減となり、対照区の30％～50％削減という目標を達成。

〇生産コストは、「梅」クラスの園地と比較して、「松」クラス園地で36％、「竹」クラス園地で20％削減し目標を達成。
〇サステナブル産地情報プラットフォームを構築し、生産者888名のユーザー情報を登録し、指導員や生産者が活用可能となった。
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★

［労働時間］ ［収量］
梅＞＞竹＞松 梅＞竹＞松
［戦略］
梅から竹・松への園地整備により少ない生産者で収量維持を目指す

松竹梅

作業ロボット導入小型作業ロボット導入慣行の密植型

2t/10a2.5t/10a3t/10a
防除をAI軽トラ
防除機、SS

防除の半数をUAV、小型
運搬車等活用

防除・運搬等は
手作業

① ② ④ ⑤

■施肥（元肥・追肥）
■防除
■除草・草刈り
■摘蕾・摘果
■選果・調製
■管理全般：マルチ・灌水・防風・鳥獣害
■除草・除草剤
■せん定・芽欠き・片づけ
■収穫・準備

梅：対照区時間
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竹：実証区B 松：実証区A

実証品目 柑橘

東

海

194

稼働日数
（日）

合計
稼働面積
（ha）

大豆播種
面積(ha)経営体

４4.76.4Ａ法人
10.52.7Ｂ法人
３1.81.6Ｃ法人
６9.97.4Ｄ法人
1４16.918.1合計
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圃場条件不利地域における持続可能な食料生産を実現するためのスマート農機
低コスト利用実証

21.9ha（水稲 14.9ha、大豆他 7.0ha）うち実証面積：水稲 12.8ha、大豆 3.9ha経 営 概 要

（株）アオキほか（岐阜県御嵩町）実証成果

実証課題名

①営農管理システム　②自動操舵システム（既存トラクタに取付）＋GNSS固定基地局　
③直進キープ田植機 ④センシングドローン ⑤収量コンバイン ⑥ブームスプレーヤー＋GNSS固定基地局

導入技術

スマート農機の導入による水稲生産コストの2割削減及び作業集約面積5ha
大豆におけるシェアリング機械の稼働面積10ha及びシェアリング利用者の営業利益2割増等

目　　標

問い合わせ先 岐阜県農政部農政課（e-mail：c11411@pref.gifu.lg.jp）

●水稲生産コストはR5年に16,981円/俵となり、岐阜県経営モデル
指標の試算22,376円/俵から24％削減できた。機械費が抑えら
れた。

●大豆における4経営体の自動操舵システム搭載乗用管理機の稼働
面積は16.9haとなり、目標の10haを上回った。

●耕起・代かきは自動旋回時の蛇行回避のため、回転数を落として旋
回したことも影響し、慣行作業時間より長くなったが、作業疲労感
の軽減につながった。モデル指標と比較すると作業時間を43％削
減できた。

●R4、5年産地における水稲作業委託の営業利益を自家栽培と比較
し、目標の15,000円/10a増を上回り、営業利益のマイナスを抑え
ることが

　できた。

目標に対する達成状況

水稲生産コスト R5代かき・田植等作業時間

シェアリング農機の稼働面積 産地における水稲営業利益

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
〇当地域において、生産者の高齢化の進行に伴い、中核となる4経営体に農地、作業の集約が進むことに対応して、スマート農機による
作業の省力化、効率化を実施していく。

〇実証事業で制作したスマート農業実証事業PR動画（DVD）等を活用しながら、広くPRを行う。また、シェアリング活用を図ることに
より、スマート農機導入のコスト低減につなげるなどの経営上のメリットについて周知を行う。スマート農業技術の導入を希望する対
象者のニーズや経営状況等から判断して導入支援を行い、スマート農業技術の普及を促進する。

〇水稲生産コストはR5年に1俵60kgあたり16,981円となり、岐阜県経営モデル指標の試算から24％削減できた。
〇（株）アオキの作業集約面積（作業受託面積と経営面積の合計）は3.5ha増加した。
〇大豆における4経営体の自動操舵システム搭載乗用管理機の稼働面積は16.9haとなり、目標を達成した。
利用検討会を開催し、SNSで連絡調整することで、スムーズなシェアリングにつなげることができた。

〇R4、5年産地の水稲作業委託の営業利益は、自家栽培と比較し、目標の15,000円/10a増を上回った。

★

④

② ③ ④ ⑤ ⑥

合計
田植

代かき耕起
補助者運転者

270.0150.060.060.0モデル指標

154.330.530.657.635.6実証

149.938.738.750.422.1慣行

（分/10a）

0
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150000

R4 R5

（円/10a） （作業委託の営業利益－自家栽培の営業利益）

（モデル指標の総額を１００％とした場合の各区・各項目の割合）

実証品目 水稲、大豆

東

海

193


